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手軽に導入可能なビーマップの新ビジネスモデル 

入院患者の孤独を救う 
入院患者向け有料Wi-Fi サービス、11月 1日開始 

 
 
 株式会社ビーマップ（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：杉野文則、以下当社）は、入院中の患
者様向けに、病院内でご利用いただく有料Wi-Fiサービスの提供を、2023年 11月 1日より開始いたし
ますので、お知らせいたします。 
 
 本サービスは費用、運用、保守に関わる費用については当社がこれを負担。病院様においてはコスト負
担なしに、入院患者様向けのWi-Fi接続サービス提供を可能とします。さらに運用、運営に関わるいっさ
いについても当社が担当。サービスの開始後も病院様の負担をほぼゼロにまで減らしながら、入院患者様
には快適なインターネット接続環境をご利用いただく、新たなビジネスモデルとなるものです。 
 
入院中はとかく外部との接触が制限されがちな患者様にとっては、ごくわずかなご負担額で、ご家族や

ご友人とコミュニケーションを図ったり、ご自身の病気や治療に関することから、世間一般の最新ニュー
スに至るまでの情報の収集・検索等に病院内で Wi-Fi をご活用いただけるようになります。当社は、こ
れまで様々な事業者向けに Wi-Fi 関連サービスを提供することで培ってきた経験とノウハウを活かし、
入院中の生活が少しでも快適なものとなるよう、お手伝いいたします。 

 
また、当サービスの開始と合わせ、NTT 東日本のフレッツ光とのコラボレーションモデルによるイン

ターネット接続サービス「BeMap 光」の提供も開始いたします。 
 
詳細については＜別紙＞をご参照ください。 
 
 

 
  
  

本件に関するお問い合わせ先 
株式会社ビーマップ 事業推進本部 ソリューション事業部 
電話：03-5297-2263 
お問い合せフォーム：https://www.bemap.co.jp/contact/contact.php 



  
 

 
 
 
 
   

    

   病室のWi-Fi普及が進んでいない現状と課題 
 
電波環境協議会の 2021 年のアンケート

調査によると、病院及び有床診療所の民間
データベースに掲載されている施設の、
88.7％が無線 LAN を導入しています。主
な使用用途は「施設スタッフのインターネッ
ト接続用」（75.4％）、「医療情報システ
ム用」（65.7％）が上位である一方、「患
者・外部訪問者のインターネット接続用」は
30.8％に留まっています。入院患者はイン
ターネットで家族や友人とコミュニケーションを
取ったり、自身の病気や治療の情報収集、
その他情報検索などを望む声も少なくありま
せん。かつては病院へのWi-Fi導入に対し、 
医療機器と電波干渉を起こすことが懸念されていましたが、現在その問題は解消されているにも関わらず、病室で患者
が使用できる Wi-Fi 普及が進んでいないのが現状です。また、『電波利用機器の管理・運用に関する課題』として、
「管理・運用する上で十分な知識を持った人材がいない」（56.3%）、「どのような管理・運用ルールを設定すべき
かわからない」（41.0%）、「トラブル時の対処方法や相談先がわからない」（22.3％）という声が上位に挙がりました。 
 

 
病院側の課題を解決︕ コスト負担もなく運用・運営も対応 
 

株式会社ビーマップ(本社：千代田区、代表
取締役社長：杉野 文則、以下当社)は、このよ
うな課題に対応した入院患者向けの有料モデル
の Wi-Fi サービスを 11 月 1 日より開始いたし
ます。 
本サービスは、入院患者などの Wi-Fi 利用者が

アクセスキーを購入し利用するもので、Wi-Fi 設備
構築にかかる『構築費用』『インターネット回線費
用』『保守費用』の全てを当社が負担。また、導入
はもちろん、運用・運営についても対応し、さらに売
上が原価を上回った際の利益は、病院側へも一部
シェアいたします。 

＜別紙＞ 

手軽に導入可能なビーマップの新ビジネスモデル 
病院のWi-Fiが入院患者の孤独を救う︕ 
入院患者向け有料Wi-Fiサービス開始 

初期費用・ランニングコストも一切なし 
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②インターネット 
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【無線 LAN使用用途】 

＜電波環境協議会の 2021年のアンケート調査＞ 

①構築費用 



 

入院患者向け有料Wi-Fiサービスの新ビジネスモデル  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

＜サービス提供イメージ＞ 

① Wi-Fi サービス提供 

③ インターネット利用 
 

 
③利益の一部をシェア 
Wi-Fi 設置に関する費用はすべて㈱ビーマップ
が負担し、利益が出た際はその一部を病院側
にシェアします 

② Wi-Fi接続認証 
 

① Wi-Fi コード購入 

病室内で QR コードを読み取り、
Wi-Fi コードを購入する 

病室内の Wi-Fi に接続し、購入
した Wi-Fi コードを入力し認証す
る 

 

インターネットが自由に利用可能 

入院患者 

病院 

＜入院患者のWi-Fi サービス利用プロセス＞ 

●初期費用なし 
●運用費用なし 

利用料金の 
シェア分が 

新しい収入源に 

② Wi-Fiサービス 
利用料金支払い 

 

bemap2022病棟-wi-fi 

入院患者さま向け 
Wi-Fiがつかえます 

Wi-Fiコード 
購入はこちら 



 
「ビーマップ光」で光回線とWi-Fiサービスの一括提供も実現 

 
本サービスの開始に合わせ、当社はNTT東日本のフレッツ光の設備

を使ったインターネット接続サービス「BeMap 光」の提供も開始。「フレ
ッツ光」の光回線を利用した高速・高品質のインターネットサービスを、
当社が手掛けるWi-Fiサービスと一体でご利用いただくことが可能とな
りました。 

当社はこれまでもコンビニエンスストア、宿泊・飲食施設、地方自治体などを対象にWi-Fiサービスを的確かつ安価
に提供し、導入から運用までトータルでサポートしてまいりました。今後さらにインターネット光回線も「ビーマップ光」で
同時に導入していただくことで、Wi-Fi設備の導入からサービス開始後の運用・保守まで、当社がワンストップでスピ
ーディに対応いたします。 
これまで予算や運用の手間などの懸念からWi-Fi導入を躊躇されていたお客様。ぜひ、お問い合わせください。 

 
 
 

 
株式会社ビーマップ 会社概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

株式会社ビーマップ 代表取締役社長 杉野文則  
多種多様なモバイル端末へのコンテンツサプライを可能にするソフトウエア開発、サービス
を提供する企業として1998年にビーマップを設立。交通・流通・メディア・外食などさまざ
まな業界を結びつける、これまでにないサービスを続々と生み出す。 

交通・通信・放送・流通・外食  社会のインフラになるサービスを提供 


